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ANTA が大将！ 

「そんなの買うわけないじゃん！ やっぱりア

ディダスかナイキでしょ」――。オシャレな上海人

の知人が強烈なコメントを浴びせてきた。とある中

国系スポーツブランドの名前を挙げた時だ。確かに

街中では、欧米系の存在感が目立つ。中国国産メー

カーの地位はそんなに低いのだろうか……。 
   ★   ★   ★   ★   ★ 
私が触れたのは、香港上場企業である安踏体育用

品（アンタスポーツ）のこと。中国のシューズ・ア

パレル市場でのシェア（2017 年）は 8.0％で、アデ

ィダス（19.8％）、ナイキ（16.8％）に次ぐ 3 番手。

中国地場系では最大手となる。 
中国のスポーツブランドと言えば、李寧（リーニ

ン）が長きにわたって No.1 だった。1984 年のロサ

ンゼルス五輪の金メダリストで、「体操王子」と呼ば

れた李寧氏が自身の名前を冠したブランドだ。これ

に対し、94年にブランドを立ち上げた新興のアンタ

は、買収戦略などを通じて李寧を猛追。ついに 11
年にシェアで逆転し、中国系トップの“体育品牌”

に成り上がった。アンタは、来年の東京五輪に参加

する中国代表チームの公式パートナーでもある。 
中国全土に1万店以上の店舗網を築くアンタ。だ

が、上海のショッピングモールや街中ではほとんど

見かけない。存在感は薄く、

身に付けている人も少ない。

しかしこの光景は、地方都

市に行くとガラリと変わる。

繁華街には、アンタや李寧

をはじめ、「361°」「特歩」

など地場系の店がズラリと

並ぶ。洗練された都市部で

は海外ブランドにかなわな

いが、地方での浸透度はも

のすごく高いのだ。 

課題はやはりブランド力となろう。とあるアンタ

の店舗で、ロゴマークが付いていないTシャツが陳

列されていた。不思議に思い店員に尋ねると、「気に

する人もいますからね……。『ANTA』の文字だけに

しています」とバツが悪そうに答えてくれた。こち

らも思わず苦笑い。確かに他社ロゴに似ているよう

にも見える。 
会社自身も気にしているのだろうか。海外ブラン

ドの買収で“難題”を乗り越える意図が見られる。

09 年に「FILA」を傘下に置いたほか、16 年には伊

藤忠及びデサントと合弁会社を設立して「デサント」

ブランドの中国展開を開始。今年に入り、テニスで

有名な「ウイルソン」を展開するアメアスポーツも

買収した。我々が持っている有名ブランドも、実は

母体企業はアンタということがあるかもしれない。

比較は適切ではなさそうだが、以前“ブラック企業”

のレッテルを貼られたワタミが、「ワタミ」の名前を

隠して別名で店舗展開したところ、業績が回復した

ということを思い出した。まぁ、「アンタ隠し」とい

うことでもないだろうが……。 
   ★   ★   ★   ★   ★ 
 いずれにしても、アンタには大いに期待している

のも事実です。店で手に取ったランニングシューズ

はとにかく軽い！ 折からのマラソンブームで、同

社製品を購入する市民も増

えているようです。私はひ

そかに、来年2020年は“ア

ンタの年”になるかもしれ

ないと思っています。冒頭

で同社は香港上場企業と触

れましたが、その銘柄コー

ドはなんと……。業績面も

株価面も引き続きウォッチ

していきましょう。 
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外国証券等について 

・外国証券は、日本国内の取引所に上場されている銘柄や日本国内で募集または売出しがあった銘柄等の場合を除き日本国の金融商品取

引法に基づく企業内容等の開示が行われておりません。 
手数料等およびリスクについて 
① 国内株式の手数料等およびリスクについて 
・国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金が3,240円未満の場合、

約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得いただく場合には、購入対価のみをお支払いいただき

ます。株式は、株価の変動により、元本の損失が生じるおそれがあります。 
② 外国株式等の手数料およびリスクについて 
・外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合には加え、売りの場合には差し

引いた額）に対して最大0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、

その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式等

は、株価の変動および為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 
・国内店頭取引については、お客さまに提示する売り・買い仕切価格は、直近の外国金融商品市場等における取引価格等を基準に合理的

かつ適正な方法で基準価格を算出し、基準価格と売り・買い仕切価格との差がそれぞれ原則として 2.75％（手数料相当額）となるように

設定したものです。当該仕切価格には手数料相当額が含まれています。 
③ 投資信託の手数料等およびリスクについて 

・投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期間中に間接的に信託報酬を

ご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合があります。投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負

担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 
・投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市場における取引価格の変動や為

替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがあります。 
利益相反情報について 
 この資料を掲載後、掲載された銘柄を対象としたＥＢ等を東洋証券（株）が販売する可能性があります。 

 東洋証券（株）および同関連会社、またその役職員はこの資料に掲載されている企業の証券を保有する可能性、取引する可能性があり

ます。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券等書面、目論見書、等を

ご覧ください。 
 
 
 

 

◆ 注注 意意 事事 項項 ◆ 

この資料は、東洋証券（株）が各種のデータに基づき投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成したもので、投資勧誘を

目的としたものではありません。また、この資料に記載された情報の正確性および完全性を保証するものでもありません。この資料に

記載された意見や予測は、資料作成時点の見通しであり、予告なしに変更することがありますのでご注意ください。 
この資料に基づき投資を行った結果、お客さまに何らかの損害が発生した場合でも、東洋証券（株）は、理由の如何を問わず、一切

責任を負いません。株価の変動や、発行会社の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、投資元本を割り

込むことがありますので、投資に関する最終決定は、お客さまご自身の判断でなされるようお願い致します。 
なお、東洋証券（株）および同関連会社の役職員またはその家族がこの資料に掲載されている企業の証券を保有する可能性、取引す

る可能性があります。 
この資料の著作権は東洋証券（株）に帰属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または

転送等を行わないようにお願い致します。 

2019年4月25日 
審査部審査済 


